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重点目標を日常の指導に取り入れている。

教職員は、一人一人が主体的・組織的に教育活動に取り組んでいる。

スクールカウンセラーや特別支援教室との連携は良好である。

子どもの意欲を高める指導ができている。

児童の教育に予算を適切に生かしている。

「学び舎」による小学校・中学校の連携や交流活動は効果的に行われている。

教職員は、服務規律を理解し、教育活動を行っている。

教職員は、保護者からの相談には、いつも誠実に対応している。

管理職は教職員が働きやすい環境改善に向けて努力している。

自ら考え、判断することができる児童を育てることができている。

互いを認め合い、仲良くすることができる児童を育てることができている。

心身の健康を心がけ、安全に過ごすことができる児童を育てることができている。

安全指導や避難訓練などを通して、児童の安全を確保することに努めている。

「すぐ～る」を活用することで、児童の安全確保のための情報を適切に保護者へ提供している。

施設は安全に管理されている。

児童にとってわかりやすい授業を工夫している。

映像やタブレットを使い、工夫して授業をしている。

学年で評価規準について共通理解を行い、適切に評価を行っている。

本校では、キャリア・パスポートを活用し、学校全体の取り組みとして行っている。

校内研究は、授業力向上、授業改善につながっている。

学校のきまり、基本的生活のルールの定着について指導している。

健康、安全面への指導ができている。

児童に学校行事へ主体的な参加をさせている。

児童が活躍する場面がたくさんあり、内容が充実している。

進路や職業に関する情報を児童に提供している。

授業等で、子どもの生き方や将来のことについて考える場面を設けている。

子どもに目標をもたせ、その実現のために支援している。

キャリア・パスポートを有効に活用している。

学校は保護者に対し、情報を適切に発信している。

学校公開や保護者会、個人面談の時期や内容は適切である。

本校のホームページはわかりやすいよう工夫されている。

地域の人材や施設を教育活動に活かしている。

保護者、地域との効果的な連携ができている。

学校運営委員会、学校評価委員会の意見を教育活動に効果的に活かしている。

令和５年度教職員アンケートの回答分布

系列1 系列2 系列3 系列4 系列5


